
 

 

図２ 計算された、将来の日本周辺の夏季（６・７・８月）における降水量（カラー）、500hPa高度（等

値線）、850hPa 風（矢印）変化の分布。シナリオ「A1B」の 2071～2100 年の平均から、1971～2000

年の平均を引いたもの。500hPa 高度は対流圏を代表する上空の気圧変化を表す。H は周囲と相

対的に高気圧性、Lは周囲と相対的に低気圧性の変化。850hPa 風は、1500m程度の高さの対流

圏下層の流れを表す。 

 


